
藤
原
頼
通
の
実
子

養
子

に
出
さ
れ
た
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
中
心
に

木

本

久

子

は

じ

め

に
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前
稿

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養
子
関
係
の

一
考
察
」
で
は
、
頼
通
に
よ
る
摂
関
家
後
継
問
題
を
明
ら
か
に
す
る

一
端

と
し
て
、
頼
通
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)

の
養
子

及
び
実
子

の
関
係
を
考
察
し
た
。
従
来
、
頼
通

の
後
継
者
問
題
に
関
し
て
は
、
坂
本
賞
三
氏
が
頼
通
の
養
子

源
師
房
論
を
展
開
し
、

一
方
で
は
高
橋
秀
樹
氏
が
、
平
安
時
代
に
お
け
る
養
子
関
係
は
養
父
や
養
子
自
身

の
利
益
が
重
要
で
あ

っ
た

の
で
あ
り
、
「家
」
を
継
承
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

(3
)

せ
る
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
頼
通
の
場
合
も
同
様
に
、
養
子
に
御
堂
流
摂
関
家
を
継
承
さ
せ
る
意
図
が
な
か

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
確
か
に
頼
通
の
父
道
長
の
養
子
は
、
高
橋
氏
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
道
長
が
後
見
す
る
こ
と
で
、
摂
関
家
の
子
弟

と
し
て
有
利
な
昇
進

を
遂
げ

て
い
る
。
た
だ
し
道
長
が
実
子
誕
生
前
に
、
道
長

の
妻
と
血
縁
関
係
に
あ

っ
た
源
成
信
と
源
経
房
を
養
子
と

し
た
の
は
、
実
父
の
早

逝
や
出
家
に
よ
り
政
治
的
後
見
者
を
な
く
し
た
彼
ら
を
後
見
し
て
や
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
は
異
姓
養

子
で
あ
り
、
藤
原
氏
の

養
子
と
比
較
す
る
と
昇
進
の
早
さ
に
歴
然
た
る
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
道
長
が
同
じ
養
子
で
あ

っ
て
も
源
氏
と

藤
原
氏
を
区
別
し
て

い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
道
長
が
彼
ら
を
実
子
誕
生
前
に
養
子
に
し
た
と
は
い
え
、
摂
関
家
を
継
承
さ
せ
る
意
志
が
な

か

っ
た
と

い
え
よ
う
。
道
長
が
実
子
誕
生
の
前
後
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
養
子
を
入
れ
た
目
的
は
、
道
長
の
後
見
に
よ
り
出
身
し
た
養
子
が
、
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そ
の
後
皆
公
卿
と
な
り
廟
堂
を
占
め
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
政
治
的
な
補
佐
を
期
待
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
小
野
宮
流
の
筆
頭
で
あ
る
藤
原
実
資
の
場
合
も
、
甥
で
あ
る
資
平
を
は
じ
め
と
し
た
血
縁
関
係
の
あ
る
男
子
を
養

子
と
し
、
彼
ら
に
対
し

て
政
治
的
援
助
を
す
る

一
方
、
資
平
に
廟
堂

の
動
向
を
報
告
さ
せ
る
な
ど
、
政
界
に
お
け
る
重
要
な
補
佐
役
と
し
て
期
待
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
、

そ
の
養
子
関
係
は
相
互
的
に
成
立
し
て
い
た
と

い
え
る
。
し
か
し
実
子

の
い
な
か
っ
た
実
資
の
養
子
関
係
が
、
実
子
の
い
た
道
長

の

そ
れ
と
異
な
る
点
は
、
特
に
実
資
と
最
も
年
長
の
養
子
で
あ
る
資
平

の
関
係
が
、
政
治
的
な
も
の
だ
け
に
留
ま
ら
ず

、
小
野
宮
流
の
継
承
と

い
う
問
題
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
実
資
は
、
財
産
や
法
性
寺
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
な
小
野
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(4
)

流
の
意

志
を
資
平
に
継
承
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
資
平
が
元
服
し
た
長
徳
三
年

(九
九
七
)
に
は
、
実
資
は
す
で
に
小
野
宮
流
の
筆
頭

と
な

っ
て
お
り
、
年
齢
も
四
十

一
歳
に
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
子

の
い
な
か

っ
た
実
資

に
は
小
野
宮
流
を
継
承

さ
せ
る
養
子
が
必
要

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
平
安
時
代
に
お
い
て
、
実
子
の
い
な
か

っ
た
場
合

の
養
子
関
係
に

「家
」
の
継
承
と

い
う
概
念
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(5
)

な
か

っ
た
と
は

一
概
に
は

い
え
な
い
。

　

つ
ま
り
平
安
時
代
に
お
け
る
養
子
関
係
の
養
父
側
の
目
的
に
は
、

一
つ
目
に
養
子
の
後
見
役
と
な
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、

政
治
的
後
見
者
を
な
く
し
た
者
を
後
見
す
る
場
合
と
、
実
父
は
健
在
で
あ
る
が
、
初
叙
や
昇
進
を
よ
り
有
利
に
さ
せ

る
た
め
の
場
合
が
あ
る
。

後
者
の
場
合

の
養
子
は
、
実
父
が
健
在

で
あ
る
こ
と
か
ら
実
父
と
養
父
両
方
の
後
見
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
二
つ
目
に
実
資
の
よ
う
に
実

子
を
持
た
な
い
者
が
、
「家
」
を
継
承
さ
せ
る
た
め
に
養
子
を
入
れ
る
こ
と
、
三

つ
目
に
頼
通
の
養
子
で
あ
る
源
顕
房

が
、
実
父
俊
賢
と
摂

関
家
と

の
主
従
関
係
か
ら
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
よ
う
に
、
養
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て

「家
」
同
士

の
つ
な

が
り
を
よ
り
密
接
な
も

の
に
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
養
父
は
こ
れ
ら
の
目
的
で
入
れ
た
養
子
に
対
し
て
、
将
来
的
に
廟
堂
に
お
け

る
補
佐
役
を
期
待
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

　
さ
て
前
稿

の
主
題
で
あ

っ
た
頼
通
の
養
子
に
は
、
源
師
房

・
藤
原
信
家

・
源
顕
基

・
源
俊
房

の
四
人
が

い
た
が
、
頼
通

の
養
子
関
係
に
お
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い
て
留
意
す

べ
き
点
は
、
ま
ず
養
子
が
皆
廟
堂
入
り
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
源
師
房
と
そ
の
長
男
俊
房
が
大
臣
職
に
就

い
て
い
る
点
で
あ
る
。

道
長
の
養
子
の
場
合
も
皆
公
卿
と
な

っ
て
い
る
が
、
大
臣
職
に
就
い
て
い
る
の
は
実
子
だ
け
で
あ
り
、
養
子
で
そ
の
職

に
就
い
た
者
は
い
な

い
。
　
次
ぎ

に
、
藤
原
信
家
を
養
子
と
し
、

一
時
は
後
継
者
と
目
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
信
家
は
頼
通
の
同
母
弟
教
通
の
長
男

で
、
実
父
教
通
も

健
在

で
あ
り
、
頼
通
は
信
家
を
昇
進

の
面
で
後
見
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
養
子
と
し
た
時
期
が
、
頼
通
の
実
子
誕
生

以
前

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
頼
通
が
権
中
納
言
か
ら
関
白
左
大
臣

・
氏
長
者
と
な
り
、
政
界
の
頂
点
に
位
置
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
道
長

が
頼
通
を
後
継
者
と
し
て
そ
の
布
石
を
敷

い
た

の
と
同
様
に
、
頼
通
も
後
継
者
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
で
あ

っ
た
の
で

　
(6
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(7
)

あ
り
、
頼
通
が
信
家
を
ま
だ
幼

い
頃
か
ら
養
子
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
信
家
を
後
継
者
と
す
る
べ
く
養
子
と
し
、
養
育
す
る
意
思
が
あ

っ

た
こ
と
を
前
橋
で
示
唆
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
信
家
の
元
服
前
に
頼
通
の
実
子
通
房
が
誕
生
し
、
そ
の
昇
進
過
程
か
ら
、
頼
通
が
信
家

で

は
な
く
通
房
を
後
継
者
と
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ
し

て
、
頼
通
は
実
子
誕
生
後
も
数
人
の
養
子
を
入
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
房
の
後
に
誕
生
し
た
実
子
を
養
子
に
出
し
て
い
る

が
、
こ

の
点
が
頼
通
の
養
子
関
係
を
特
徴
的
か

つ
複
雑
に
し
て
い
る
最
大
の
点

で
あ
る
。

こ
の
複
雑
さ
か
ら
従
来

の
研
究
に
お
い
て
、
頼
通

の
婚
姻

関
係
及
び
実
子

・
養
子
関
係
は

一
定
し
な

い
点
が
多
く
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
稿

で
は
、
前
稿

で
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
頼
通
の
婚
姻

関
係
と
そ
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て
再
度
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ら
の
留
意
点
を
踏
え
て
今
後
頼
通
に
み
る
摂
関
家

の
後
継
問
題

を
考
察

す
る
足
が
か
り
と
し
た
い
。

一
、
頼
通
の
婚
姻
関
係

ま
ず

、
頼
通
と
婚
姻
関
係
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
女
性
を
取
り
上
げ
、
そ
の
出
自
な
ど

の
確
認
を
行

い
た

い
。
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【系図①】
【系図②】

　
　
　

i
　
隆
姫

　
頼
通
が
最
初
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、
具
平
親
王
女
隆
姫
で
あ
る
。

(系
図
①
参
照
)

『栄
華
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
具
平
親
王
が
左
衛
門
督
で
あ

っ

た
頼
通
を
婿
に
望
み
、
そ
の
話
を
聞
い
た
道
長
が
、

「男
は
妻
が
ら
な
り
。

い
と
や
む
ご
と
な
き
あ
た
り
に
参
ぬ
べ
き
な
り
」
と
男
は
妻

の
家
柄
が
大
事

で
あ
る
と
快
諾
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
婚
姻
関
係
が
成
立
し
た
。
頼
通
が

左
衛
門
督
で
あ

っ
た
の
は
、
寛
弘
六
年

(
一
〇
〇
九
)
か
ら
長
和
元
年

(
一

〇

一
二
)
で
あ
る
が
、
具
平
親
王
が
寛
弘
六
年
に
莞
去
し
て
い
る
の
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(8
)

の
婚
姻
関
係
は
寛
弘
六
年
頃
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
通
は
当
時
十
八

歳
で
あ

っ
た
。

　
隆
姫
は

『愚
管
抄
』
で

「う
ま
ず
め

(産
ま
ず
女

)
」
と
称
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
頼
通
と
の
問
に
生
涯
子
供
を
儲
け
な
か

っ
た
が
、
具
平
親
王
莞
去

後
、
頼
通
は
当
時
二
歳
で
あ

っ
た
隆
姫
の
弟
師
房
を
引
き
取

っ
て
養
育
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
"11
　
藤
原
永
頼
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9
)

長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)
頼
通
が
二
十
四
歳
の
時
に
、
従
三
位
藤
原
永
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10
)

の
四
女
で
、
上
東
門
院
彰
子
に
仕
え
て
い
た
女
性
と
の
問
に
初
め
て
実
子
を



儲
け
た
。
(系
図
②
参
照
)
し
か
し

『小
右
記
』
長
和
四
年
十

一
月
十
七
日
条
に
、

　
　
故

山
井
三
位
四
娘
産
間
、
今
暁
死
去
、
児
全
存
、
左
大
将
子
云
々
、
黄
昏
源
宰
相
来
談
左
将
軍
事
云
々
、
女
事

誠
有
実
者
、
太
可
奇
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(H
)

と
あ
る
よ
う
に
、
永
頼
女
は
こ
の
出
産
に
よ

っ
て
亡
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た

『栄
華
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
道
長
も
頼

通
も
永
頼
女

の
懐
妊
を

知

っ
て
大
変
喜
び
、
さ
ら
に
産
ま
れ
た
の
は
男
子
で
あ

っ
た
の
で
そ
の
喜
び
は
も

つ
と
大
き
な
も
の
に
な

っ
た

で
あ

ろ
う
が
、
「君
は
男
に

在
し
け
れ
ば
、
「嬉
し
く
も
」
な
ど
お
ぼ
し
け
る
程
に
、
三
日
ば
か
り
あ
り
て
、
そ
れ
も
う
せ
に
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
誕
生
後
す
ぐ
に

夫
逝
し
て
い
る
。
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ⅲ

　
源
憲
定
女

『左
経
記
』
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
正
月
十

一
日
条
に
、
源
憲
定
女
が
頼
通

の
男
子
を
出
産
し
た
記
事
が
み
ら

れ
る
。

昨

日
故
右
兵
衛
督
憲
定
二
女
産
男
子
、
是
候
関
白
殿
之
子
也
、
而
殿
下
密
々
有
芳
合
之
間
懐
妊
、
及
午
剋
平
産

云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
悦
給
無
限
云
々

【系図③】

禅
門
井
殿
下
令

源
憲
定
は
為
平
親
王
の
長
男
で
あ
り
、
隆
姫
の
父

旦
ハ平
親
王
の
甥
に
あ
た

る
。
(系
図
③
参
照
)
憲
定
に
は
二
人
の
娘
が

い
た

が
、
こ
の
二
人
は
寛

仁
元
年

(
一
〇

一
七
)
に
父
憲
定
が
莞
去
し
た
後
、
隆
姫
の
計
ら
い
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(12
)

り
、
頼
通
に
仕
え
て

い
た
よ
う
だ
。

『栄
華
物
語
』

に
は
そ
の
妹
が

「対

の
君
」
と
呼
ば
れ
、
頼
通
の
寵
愛
を
得
た
と
あ
る
。
そ
の
結
果
、
頼
通
の

嫡
男
と
な
る
通
房
を
出
産
し
た
。
「
禅
門
井
殿
下
令

喜
悦
給
無
限
」
と
あ

る
よ
う
に
道
長
と
頼
通
の
喜
び
は
相
当
な
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
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(13
)

が
、
関
白
左
大
臣
で
あ
る
頼
通
に
よ
う
や
く
嫡
男
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
皇
太
后
宮
で
あ

っ
た
彰
子
は
憲
定
女
を
内
裏
に
参
入
さ
せ
る
よ
う
再
三
召
し
た
と
い
う
。
『小
右
記
』
長
和

二
年

(
一
〇

一
二
)

七
月
十

二
日
条
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
右
兵
衛
督
憲
定
、
来
云
、
有
女
子
、
年
十
八
、
皇
太
后
宮
以
廣
業
朝
臣
頻
有
可
参
入
之
仰
、
依
不
甘
心
、
云
合

源
中
納
言
、
俊
賢
、
答

　
　
云

、
事
難
不
宜
、
至
有
仰
事
何
為
乎
、
取
案
内
可
示
者
、
其
後
納
言
云
、
猶
有
可
令
参
入
之
仰
、
可
啓
可
然
之

時
可
令
参
入
之
由
者
、

　
　
彼
納
言
似
令
啓
只
可
令
参
入
之
由
、
為
之
如
何
、
為
言
合
斯
事
所
来
也
者

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14
)

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彰
子
は
藤
原
廣
業
を
使

っ
て
頻
り
に
憲
定
に
女
を
自
分
の
許

へ
参
入
さ
せ
る
よ
う
に
言

っ
た
が
、
憲
定
は
承
諾
し
か
ね

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15
)

て
い
た

。
源
俊
賢
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
参
入
に
対
し
て
暗

に
肯
定
的
な
答
え
が
返

っ
て
き
た
の
で
憲
定
は
さ
ら
に
実
資

に
相
談
に
来
た
の

だ
と

い
う
。
憲
定
が
女

の
内
裏
参
入
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
思
い
悩
む

の
は
、
実
資
が
同
日
条
で

「近
代
太
政
大
臣
及
大

納
言
已
下
息
女
、
父

莞
去
後
、
皆
以
宙
仕
、
世
以
為
嵯
、
但
父
未
死
之
前
宙
仕
、
参
議
正
光
女
外
未
聞
之
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
公
卿
の
息
女
は
父
が

莞
去
し
た
後
に
内
裏
に
出
仕
す
る
の
が
慣
例
で
あ

っ
た

の
で
あ
り
、
彰
子
の
憲
定

へ
の
申
し
出
は
、
当
時
と
し
て
は
異

例
の
こ
と
で
あ

っ
た

と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
実
資
が

「就
中
武
衛
者
故
式
部
卿
宮
子
、
謂
其
息
女
李
部
宮
孫
女
、
其
寄
尤
尊
」
と
続
け

て
い
る
よ
う
に
、
憲
定

は
公
卿

で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
て
為
平
親
王

の
子
息
で
、
そ
の
女
は
為
平
親
王

の
孫
に
あ
た
る
の
で
あ
り
高
貴
な
出
自

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

憲
定
が
彰
子
の
許
に
出
仕
さ
せ
る
こ
と
を
承
諾
し
か
ね
た
の
は
な
お
さ
ら
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
彰
子

が
こ
の
慣
例
を
破

っ
て
ま
で
、
頻
り
に
憲
定
女
を
出
仕
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
恐
ら
く
、
村
上
源
氏
で
あ

る
憲
定
と
摂
関
家
の

関
係
を
構
築
す
る

一
手
段
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

W゚
　
藤
原
祇
子
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祇
子

の
出
自
に
つ
い
て

『春
記
』
天
喜
二
年

(
一
〇
五
四
)
五
月
十
九
日
条
に
、

　
　

　ボ
　
　　　
　
　
　
　
ま
　
ぽ
な
モ
へ　　
　
　
　
　
　
も　　
　
　
　
　

　
　
今

日
故
進
命
婦
周
忌
法
事
日
也
、
称
贈
二
位
云

々
、
於
法
性
寺
所
被
行
也

と
あ
り
、
そ
の
傍
注
か
ら
因
幡
守
種
成
女
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
角
田
文
衛
氏
に
よ
る
と
因
幡
守
種
成
な
る
人
物
が
他
史
料
に
見
ら

れ
な

い
こ
と
か
ら
、
因
幡
守
頼
成
女
の
間
違

い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
因
幡
守
頼
成
は
藤
原
伊
祐

の
養
子
で
あ
り
、
実
父
は
具
平
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(16
)

で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
角
田
氏
説
に
よ
れ
ば
祇
子
は
具
平
親
王
の
孫
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『扶
桑
略

紀
』
天
喜
元
年
五
月

二
十
六
日
条
に
お

い
て

「皇
后
母
氏
従
五
位
下
源
朝
臣
祇
子
、
贈
従
二
位
」
と
祇
子
を
源
姓
で
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
祇
子
の
生
ん
だ
寛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17
)

を
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
さ
せ
る
際
、
祇
子
を
具
平
親
王
女
と
称
し
た
と
い
う

『栄
華
物
語
』

の
記
載
も
、
単
な
る
誤
り
や
嫉
妬
深
い
隆
姫

へ

の
配
慮

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
事
実
具
平
親
王
と
の
血
縁
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(18
)

　
さ
て
祇
子
は

『栄
華
物
語
』

の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尼
上
の
御
方
に
候
ふ
人
を
忍
び

つ
・
い
み
じ
う
お
ぼ
し
め
す
と

い
う
ふ

剛図係

　
　
事
出
で
来
て
、
常
に
た
だ
な
ら
で
子
な
ど
生
み
給

と
い
ふ
こ
と
聞
こ
ゆ

　
　
れ
ど

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
尼
上
の
御
方
、

つ
ま
り
頼
通
の
母
倫
子
に
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19
)

え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
常
に
た
だ
な
ら

で
子
な
ど
生
み
給
」

と
あ
る
よ
う

に
、
祇
子
は
頼
通
と
の
間
に
多
く

の
子
を
設
け
て
い
る
。

(系

図
④

・
表
①
参
照
)
特
に
、
先
述
の
通
り
、
頼
通
に
と

っ
て
唯

一
の
女
子
で

あ
る
寛
子
は
後
冷
泉
天
皇

の
皇
后
と
な

っ
て
い
る
し
、

長
久
三
年

(
一
〇
四

二
)
に
生
ま
れ
た
師
実
が
、
頼
通
の
嫡
男
通
房

の
鹿
去

し
た
後
、
頼
通
の
後
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俊房
覚円

定綱

忠綱

寛子

師実

生　年

長元元年(1028)

長 元 四年(1031)

長 元五年(1032)
　 　 　 ?

長元九年(1036)

長 久三年(1042)

経 歴

橘俊遠養子
出家(時 期不明)

藤原経家養子
藤原信家養子
永承五年(1050)後 冷 泉天皇に入内 ・立后

頼通後継者

『愚管抄』によれば、祇子の生んだ諸子は定綱 ・忠綱 ・俊綱の順で記載されているが、

高橋秀樹氏は 「藤原頼通をめぐる養子関係」の中で、定綱の誕生が長元五年であるこ

とを指摘している。つまり長元元年に誕生した俊綱の方が年長となる。本表はこの高

橋氏の説による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【表① 祇子所生の頼通の実子】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(21
)

　
以
上

の
四
名
が
頼
通
と
婚
姻
関
係
に
あ

っ
た
女
性
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
女
性
の
ほ
と

ん
ど
が
村
上
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
女
性
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
道
長
の
婚
姻
関
係
に
お

い
て
、
道
長
が
源
氏
と
の
関
係
を
築
く
た
め
に
源
倫
子
と
源
明
子
を
妻
と

し
た
の
と
同
様
に
、

頼
通
の
婚
姻
関
係
か
ら
も
、
村
上
源
氏
と
の
関
係
を
密
接
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
想
起

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
頼
通
が
養
子
源
師
房
を
特
に
登
用
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
、

継
者
と
し
て
養
育
さ
れ
た
の
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
前
掲

『春
記
』
天
喜
二
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
(20
)

条
及
び
同
二
十
三
日
条
に
、
祇
子

の

一
周
忌

の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
頼
通
の
主
催
に
よ

っ
て

行
わ
れ
た
こ
の
周
忌
法
要
は
大
々
的
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
、
さ
ら
に
従
五
位
下
か
ら

贈
従
二
位
と
さ
れ
た

の
も
、
永
承
五
年

(
一
〇
五
〇
)
に
寛
子
が
入
内

・
立
后
し
た
こ
と
に
よ

る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
頼
通
と
祇
子
の
間
に
は
師
実

・
寛
子

の
他

に
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱

・
覚
円
が
い
た
。
た

だ
し
、
師
実
以
前
に
誕
生
し
た
こ
れ
ら
の
男
子
は
養
子
に
出
さ
れ
る
か
出
家
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
従
来

の
研
究
に
お
い
て
未
だ

一
定
し
な

い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
頼
通
は
こ
れ
ら
の
実
子
を
養
子
に
出
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
後
に
も
養
子
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
頼
通
の
実
子

・
養
子
関
係
を
複
雑
に
し
て
い
る
要
因

の

一
つ
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
特
に
養
子
に
出
さ
れ
た
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
に
つ
い
て
は
後

述
し
た

い
。
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(22
)

頼
通
は
、
村
上
源
氏
と

の
関
係
の
強
化
を
目
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
頼
通
が
隆
姫
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、
具
平
親
王

の
打
診
を
道
長
が
快
諾
し
た
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
た

が
、
そ
の
他
の
女
性
に

つ
い
て
も
、
藤
原
永
頼
女
は
彰
子
に
、
藤
原
祇
子
は
倫
子
に
仕
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
憲
定
女
も
、
彰
子
が
頻
り
に
自
分

の
許

へ
出
仕
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
女
性
は
頼
通
と

の
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
前
か
ら
、
道
長
や
彰
子
と

の
関
係
が
あ

っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
頼
通
の
政
治
活
動
に
道
長
や
彰
子

の
後
見
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

頼
通
の
婚
姻
関
係
に
お

い
て
も
同
様
に
干
渉
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
頼
通
が
憲
定
女
及
び
藤
原
祇
子
と
婚
姻
関
係
を
結
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23
)

だ

の
は
、
憲
定
女
所
生
の
通
房
が
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
年
)
、
祇
子
所
生

の
俊
綱
が
長
元
元
年

(
一
〇
二
八
)
に
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
頼
通
が
藤
原
信
家
を
養
子
と
し
た
寛
仁
二
年

(
一
〇

一
八
)
～
治
安
二
年

(
一
〇
二
二
)
と
ほ

ぼ
同
時
期
で
、
先
に

も
述

べ
た
が
、
関
白
左
大
臣
で
氏
長
者
で
あ

っ
た
頼
通
が
後
継
者
に

つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24
)

期
に
は
、
早
急
に
後
継
者
た
る
実
子
の
誕
生
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
道
長
の
干
渉

の
も
と
、
村
上
源
氏

の
女
性
を
中
心
に
、

こ
れ
ら

の
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
養
子
に
出
さ
れ
た
実
子
　
i
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
1

　
　
　

(
一
)
頼
通
の
意
図

前
章

で
述
べ
た
と
お
り
、
頼
通
は
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
源
憲
定
女
と

の
問
に
嫡
男
と
な
る
通
房
を
儲
け
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
、
長
元
元
年

(
一
〇
二
八
)
藤
原
祇
子
と
の
問
に
俊
綱
を
儲
け
、
祇
子
は
続
け
て
定
綱

・
忠
綱

・
覚
円

・
寛
子

・
師
実
を
生
ん
で
い
る
。

(前
掲
表
①
を
参
照
)

頼
通

の
後
継
者
と
し
て
養
育
さ
れ
た
通
房
が
、
寛
徳
元
年

(
一
〇
四
四
)
に
二
〇
歳
で
莞
去
し
た
後
、
次
の
後
継
者
と
目
さ
れ
た
の
は
、
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祇
子
所

生
の
男
子

の
う
ち
、
通
房
が
麗
去
す
る
二
年
前

の
長
久
三
年

(
一
〇
四
二
)
に
誕
生
し
た
師
実

で
あ

っ
た
。
師
実
の
上
に
は
俊
綱

・

定
綱

・
忠
綱

・
覚
円
が
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
男
子
は
、
通
房
が
莞
去
す
る
以
前
に
養
子
に
出
さ
れ
る
か
出
家
し
て
い
る
。
頼
通
が
実
子
を
養

子
に
出

し
た
理
由
と
し
て

『愚
管
抄
』
巻
第
四
に
は
、

　
　
進

ノ
命
婦
ブ
ト
テ
候
ケ
ル
女
房
ヲ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
テ
、
ヲ

・
ク
ノ
御
子
ウ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
ケ
ル
ヲ
、
イ
タ
ク
ネ
タ

マ
セ
給
テ
、

ハ
ジ
メ
三

　
　
人

ヲ
バ
別
ノ
人
ノ
子

ニ
ナ
サ
レ
ニ
ケ
リ
。

ハ
ジ
メ
定
綱
ヲ
バ
経
家
ガ
子

ニ
ナ
サ
レ
ニ
ケ
リ
。
大

ハ
リ
マ
ノ
カ
ミ
ト
云

ハ
定
綱
ナ
リ
。

ツ

　
　
ギ
ノ
忠
綱
ヲ
バ
大
納
言
信
家
ノ
子

ニ
ナ
サ
レ
ニ
ケ
リ
。
忠
綱

ハ
中
宮
亮

ニ
ナ
サ
レ
ニ
ケ
リ
。
第
三
ノ
俊
綱
ヲ
バ
讃
岐
守
橘
俊
遠
子

ニ
ナ

　
　
サ
レ
タ
ル
。

フ
シ
ミ
ノ
修
理
大
夫
俊
綱
ト
云
名
人
コ
レ
ナ
リ
。

と
載
せ
て
い
る
。
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
が
養
子
に
出
さ
れ
た
理
由
を
、
頼
通
と

の
間
に
子
を
儲
け
ら
れ
な
か

っ
た
隆
姫

の
祇
子

へ
の
嫉
妬
に

対
す
る
措
置
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
従
来

の
研
究
に
お
い
て
は
、
頼
通
が
実
子
を
養
子
に
出
し
た
理
由
に

つ
い
て
次

の
よ
う
な
見
解
が
な

さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
角
田
文
衛
氏
は
、

『愚
管
抄
』

の
記
述
を
受
け
て
、
頼
通
は
隆
姫
に
遠
慮
し
て
他

の
女
性
に
生
ま

せ
た
子
ど
も

の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(25
)

が
露
見
す
る
こ
と
を
避
け
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
頼
通
は
隆
姫
の
了
解
を
得
て
通
房
を
後
継
者
に
据
え
た
と
し
、
こ
れ
に
加
え
て
米
谷
豊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
(26
)

祐
氏
は
、
隆
姫
が
唯

一
通
房
を
後
継
者
と
認
め
た
の
は
、
母
で
あ
る
憲
定
女
が
為
平
親
王

の
孫
に
あ
た
る
た
め
だ
と
し

て
い
る
。

つ
ま
り
こ

の
両
氏

の
見
解
は
、
身
分

の
関
係
か
ら
隆
姫
が
祇
子
を
認
め
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
祇
子
所
生

の
子
ど
も
を
養
子

に
出
さ
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
頼
通
の
婚
姻
関
係
は
、
実
子
誕
生
が
切
望
さ
れ
た
時
期
に
道
長
の

干
渉
も
あ

っ
て
、
村
上
源
氏
の
女
性
を
中
心
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
祇
子
も
道
長
に
選
ば
れ
た
女
性

の

一
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
祇
子
の
身
分

の
低
さ
が
、
祇
子
所
生

の
子
ど
も
た
ち
を
養
子
に
だ
し
た
理
由
と
は
な
り
え
な

い
。
ま
た

『愚
管
抄
』
が
記
載
し
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
理
由

の
全
て
が
隆
姫
の
嫉
妬

で
あ

っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
で
は
な
ぜ
頼
通
は
実
子
を
養
子
に
だ
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
で
こ
の
問
題
が

一
定
し
な

い
の
は
、
彼
ら
に
関
す
る
史
料
が
極
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め
て
少
な

い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
筆
者
な
り

の
見
解
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
彼
ら
の
極
官
で
あ
る
が
、
『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
俊
綱
は
正
四
位
上
修
理
大
夫
、
定
綱
は
正
四
位
上
播
磨

守
、
忠
綱
は
正
四
位

下
近
江
守
春
宮
亮

で
あ

っ
た
。
た
だ
し
俊
綱
は

『中
右
記
』
嘉
保
元
年

(
一
〇
九
四
)
七
月
十
四
日
条
に

「今
夕
入
道
橘
俊
綱
卒
去
、
年
六

十
七
、
正
四
位
上
修
理
大
夫
近
江
守
也
」
、
定
綱
は

『中
右
記
』
寛
治
六
年

(
一
〇
九
二
)
十
二
月
十
九
日
条

「今
日
播
万
前
司
藤
定
綱
朝

臣
卒

(年
六
十

一
)」
、
忠
綱
は
、

『帥
記
』
永
保
元
年

(
一
〇
八

一
)
十
月
十
七
日
条

「午
刻
参
殿
、
左
兵
衛
督
早
退
出
了
、
左
大
弁
、
春

宮
亮
、
忠
綱
、
刑
部
卿
、
政
長
、
大
宮
権
亮
、
道
時
、
権
左
大
弁
、
伊
家
、
参
会
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
三
人
と
も
い
く

つ

か
の
国
司
を
歴
任
し
た
が
、
公
卿
と
な
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　
ま
た

『扶
桑
略
記
』
治
暦
三
年

(
一
〇
六
七
)
十
月
七
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
還
御
。
寺
家
加
封
三
百
戸
。
前
大
相
国
賜
准
三
宮
勅
書
。
年
官
年
爵
食
邑
三
千
戸
。
内
舎
人
二
人
。
左
右
近
衛
兵
衛
各
六
人
為
随
身
。

　
　
資

人
計
人
。
如
忠
仁
公
旧
事
。
権
中
納
言
源
隆
俊
叙
正
二
位
。
備
中
守
藤
原
定
綱
。
但
馬
守
同
忠
綱
。
並
叙
四
位
。
越
中
守
豊
原
奉
季

　
　
依

造
橋
之
功
延
任
。
寺
家
別
当
権
少
僧
都
勝
範
任
大
僧
都
。
権
別
当
勝
円
任
権
律
師
。
法
眼
仁
覚
補
大
僧
都
。
内
供
奉
頼
誉
任
権
律
師
。

　
　
是

大
僧
正
覚
円
之
譲
也
。
離
宮
明
神
授
其
位
記
。

こ
の
前

々
日
の
五
日
に
後
冷
泉
天
皇
が
平
等
院

へ
行
幸
し
て
お
り
、
そ
の
還
御
に
際
し
て
、
平
等
院

へ
の
封
戸
施
入
、
官
人

・
僧
侶
に
対
し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(27
)

て
の
叙

位
や
補
任
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「備
中
守
藤
原
定
綱
。
但
馬
守
同
忠
綱
。
並
叙
四
位
」
と
あ
る
よ
う
に
定
綱
及
び
忠
綱

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28
)

が
四
位

に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
頼
通
の
家
子
に
対
す
る
叙
位

で
あ

っ
た
と
推
察
す
る
。
し
か
し
彼
ら
の
極
官

か
ら
も
見

て
取
れ
る

が
、
こ

の
治
暦
三
年

の
時
点
で
定
綱

・
忠
綱
は
よ
う
や
く
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た

の
で
あ
り
、
養
子
に
だ
さ
れ
た
と
は

い
え
、
関
白
左
大
臣
頼

通
の
実
子
で
あ
る
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
の
昇
進
は
、
頼
通

の
養
子
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り
に
も
遅
い
。
と

い
う
の
も
、
平
安
時
代

の
養
子
の

特
徴
と

し
て
、
養
子
に
出
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
後
に
実
父
が
関
与
し
て
子
ど
も
の
昇
進
を
早
め
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
す

で
に
前
稿
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に
お

い
て
提
示
し
た
が
、
前
掲
の
治
暦
三
年
の
叙
位
の
他
に
、
頼
通
と
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
と

の
間
に
は
そ
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
ず
、

一
方
で
頼
通
は
自
分

の
養
子
に
対
し
て
は
叙
位
を
譲
る
な
ど
、
そ
の
昇
進
を
早
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
頼
通
は
、
養

子
に
対

し
て
は
廟
堂
に
お
け
る
補
佐
を
十
分
に
期
待
し
て
い
た
が
、
実
子
で
あ
る
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
に
は
そ
の
期
待

を
し
て
い
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(29
)

　
さ
て
道
長

の
子
供
た
ち
の
場
合
、
頼
通
を
含
め
て
五
人

の
男
子
が
み
な
早

い
時
期
に
公
卿
と
な

っ
て
い
る
。
道
長
の
時
代
に
お
い
て
、
廟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30
)

堂
に
は
道
長

の
子
供
た
ち

の
他
、
道
長
の
養
子
や

「寛
弘
の
四
納
言
」
と
呼
ば
れ
た
道
長
の
側
近
も
い
た
こ
と
か
ら
、
道
長
は
自
ら
の
補
佐

役

で
廟
堂
の
大
半
を
占
め
、
そ
の
権
勢
を
維
持
し
て
い
た
と

い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
道
長
は
実
子
を
廟
堂
に
お
け
る
重

要
な
補
佐
役
と
考
え

て
い
た

の
で
あ
る
。
頼
通
の
場
合
も
、
御
堂
流
摂
関
家
の
権
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
は
廟
堂
で
の
補
佐
役
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
期
待
が

実
子
に
最
も
か
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
頼
通
が
通
房
以
降
に
誕
生
し
た
実
子
に
そ
う

い
っ
た
期
待

を
せ
ず
養
子
に
出
し
、

一
方
で
養
子
を
と
る
こ
と
で
補
佐
役
を
補

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
頼
通

の
意
図
に
は
、
後
継
者
と
し
た
通
房
と
、
そ
の
他
の
実
子
と

の
区
別

を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
通
房
が
誕
生
し
た
こ
と

で
道
長
や
頼
通
が
非
常
に
喜
ん
だ
こ
と
は
、
前
掲

『左
経
記
』
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
正

月
十

一
日
条
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(31
)

わ
か
る
が
、
さ
ら
に

『栄
花
物
語
』
で
は
道
長
が
通
房
を
土
御
門
第
に
引
き
取

っ
て
養
育
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
載
せ
て
お
り
、
夫
逝

し
た
藤
原
永
頼
女
の
生
ん
だ
男
子
を
除
い
て
は
、
頼
通
に
と

っ
て
初
め
て
の
男
子
で
あ
る
通
房
が
誕
生
し
た
と
き
か
ら

、
後
継
者
と
し
て
期

待
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
通
房

の
あ
と
に
誕
生
し
た
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
養
子
に
だ

し
、
公
卿
に
し
な
い

こ
と
で
、
通
房
が
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
周
知
し
た
の
で
あ
る
。

(二
)
養
父
と
の
関
係
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俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱

の
養
父
は

『愚
管
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
橘
俊
遠
、
藤
原
公
任
孫
で
あ

る
経
家
、
藤
原
教
通

の
長
男

で
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
信
家
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
頼
通
が
経
家
と
信
家
を
養
父
に
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、

公
任
及
び
教
通
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(32
)

り
密
接
な
関
係
を
築
く
た
め
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
特
に
公
任
に
関
し
て
は
、
当
時

の
廟
堂
に
お
け
る
重
鎮

で
あ

っ
た
公
任
の
女
と
教
通

が
婚
姻
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
で
、
頼
通
も
公
任
家
と

の
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
橘
俊
遠
に

つ
い
て
は
、
隆

姫

の
乳
母

の
夫
で
あ
る
関
係
か
ら
養
子
に
出
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
と
し
、
「
平
安
貴
族
社
会
の
常
識
を
越
え
た
措
置
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(33
)

で
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
安
時
代
の
養
子
関
係
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
養
子
関
係
を
結
ぶ
目
的
に
は

「家
」

同
士
の
つ
な
が
り
を
よ
り
密
接
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
俊
綱
と
俊
遠

の
養
子
関
係
に
お
い
て
留

意
し
て
お
き
た

い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(34
)

は
、
藤
原
氏
と
橘
氏
の
関
係
に

つ
い
て
で
あ
る
。
藤
原
道
隆
以
来
、
橘
氏

の
氏
長
者
を
推
挙
す
る
橘
氏
是
定
を
藤
原
氏

の
氏
長
者
が
担

い
、

一
方
で
橘
氏
の
多
く
が
藤
原
氏

の
家
司
を
務
め
る
な
ど
、
藤
原
氏
と
橘
氏
は
主
従
関
係
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
俊
遠
も
高
橋
氏
が
指
摘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
よ
う
に
、
実
資
や
頼
通
に
奉
仕
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
俊
遠
に
と

っ

【系図⑤】

て
頼
通
の
実
子
を
養
子
と
す
る
こ
と
は
、
摂
関
家
と
の
関
係
を
強
く
す
る
た
め

の
重
要
な
機
会
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
橘
俊
遠
と
俊
綱

の
養
子
関
係
は
、
養

父
の
側
に
し
て
み
れ
ば
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
定
綱

の
養
父
で
あ
る
藤
原
経
家
に
つ
い
て
見

て
い
き
た

い
。
経
家

は
高
橋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
教
通
の
妻
で
あ
る
公
任
女

の
甥
に
あ
た

る
。

(系
図
⑤
参
照
)

『春
記
』
長
暦
三
年

(
一
〇
三
九
)
十
二
月
九
日
条
に
は
、

教
通
の
長
女
生
子
が
後
朱
雀
天
皇

に
入
内
す
る
の
に
際
し
、
「件
対
有
納
殿
薬

殿
井
御
倉
也
、
納
殿
井
薬
殿
皆
移
他
所
、
御
倉
又
移
丑
寅
角
云
云
、
件
事
蔵
人
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【系図⑥】

右
少
弁
経
家
承
行
」
と
、
経
家
が
生
子
の
入
る
西
北
対
を
調
え

て
い
る
記
事
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
の
事
を
経
家
が
行

っ
た
の
は

「依
親
戚
云

々
」
と
経
家
が
教
通
及
び
生

子
と
縁
戚
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
四
日
前
の
五
日
条

で
は
、
「仰
云
、
内
大
臣
以
経
家
令
奏
云
、
娘
参
入
可
候
西
北
対
納
殿
、
薬
殿
、
蔵
人

所
在
此
対
、
者
、
其
由
触
関
白
之
後
、
可
作
其
所
之
由
、
可
仰

経
家
、
此
旨
可
仰
経

輔
朝
臣
者
」
と
、
生
子
を
入
れ
る
居
室
に
関
し
て
、
教
通
が
経
家
を
使

っ
て
そ

の
意

を
奏
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
経
家
が
教
通
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
経
家
が
教
通
に
仕
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
経
家
が
公
任
女

の

甥
に
当

た
る
関
係
か
ら
、
教
通
に
後
見
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
と

い
う

の
も
、
経
家
は
長
元
四
年

(
一
〇
三

一
)
二
月
二
十
八
日
に

元
服
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『小
右
記
』
同
日
条
に
、
「今
日
内
府
息
達
着
袴
、
亦
於
彼
蓮
府
、
権
中
納
言
定
頼
息
加
元
服
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
経
家
の
元
服
の
儀
式
が
、
内
大
臣
教
通
の
息

の
袴
着
と
共
に
教
通
第
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
当
時
、
元
服
を
自
分

の
親

元
で
は
な
く
有
力
貴
族
の
邸
宅

で
行
う
こ
と
に
は
、
そ
の
有
力
貴
族
に
後
見
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
が
あ

っ
た
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(35
)

道
長

の
養
子
で
あ
る
藤
原
兼
経

の
元
服
が
道
長
第
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
経
家
の
元
服

の
儀
式
が
教
通
第
で

行
わ
れ
た
の
は
、
教
通
が
経
家
を
後
見
す
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
日
、
経
家
は
従
五
位
下
で
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(36
)

身
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
倫
子

の
給
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後

の
昇
進
に
関
し
て
も
、
章
子
内
親
王

(父
は
後

一
条
天
皇
、
母
は
道
長

女
藤
原
威
子
)
の
御
給
や
、
教
通
の
二
条
第
を
里
内
裏
と
し
て
い
た
後
冷
泉
天
皇
が
内
裏
に
還
御
す
る
際
の
賞
と
し
て
叙
位
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
道

長
や
教
通
な
ど
の
後
見
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
忠
綱
の
養
父
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
教
通

の
長
男
で
頼
通
の
養
子
で
あ

っ
た
藤
原
信
家
で
あ
る
こ
と
は
す

で
に
周
知

の
通
り
で
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あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
な
検
討
は
割
愛
し
た

い
。
(系
図
⑥
参
照
)

　

こ
の
定
綱
と
忠
綱

の
養
父
に
関
し
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、

い
ず
れ
も
教
通
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
高
橋
氏
は
定

綱
と
経

家
の
養
子
関
係
に
つ
い
て
、
頼
通
が
教
通
に
対
抗
し
て
、
公
任
と
の
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
頼
通
と
教
通

の
関
係

に
関
し
て
は
再
検
討

の
必
要
が
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
養
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
摂
関
家
と
公
任
家
の
関
係
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
本
章
で
は
、
頼
通
が
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
養
子
に
だ
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
見
解
を
示
し
て
き
た
。
頼
通
が
実
子
を

養
子
に
だ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
養
子
を
入
れ
て
、
実
子
よ
り
も
多
く
登
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
頼
通
の
実
子

・
養
子
関

係
を
複
雑
に
し
て
い
る
要
因
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
し
か
し
頼
通
が
実
子
を
養
子
に
だ
し
た
目
的
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
通
房
を
自
分
の
後

継
者
に
据
え
た
こ
と
を
明
確
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
養
子
を
多
く
登
用
し
た
の
は
、
頼
通
が
実
子
の
代
わ

り
に
廟
堂
で
の
補
佐
役
を
期
待
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
頼
通
は
実
子
を
養
子
に
だ
す
際
、
或

い
は
養
子
を
入
れ
る
際
に
、
「家
」
同
士

の
つ
な
が
り
を
密
接

に
す
る
と

い
う
目
的
も
重
視
し

て
い
た

。
特
に
定
綱

・
忠
綱
の
場
合
は
、
そ
の
養
父
と
教
通
と
の
関
係
が
深
く
、
頼
通
が
弟
教
通
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
頼
通
の
実
子

・
養
子
関
係
を
複
雑
に
さ
せ
て
い
る
も
う

一
つ
の
要
因
に
は
、
頼
通
が
養
子
と
し
た
信
家
に
、
実
子
忠
綱
を
入
れ
る

な
ど
、
教
通
と
の
関
係
が
絡
み
あ

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
に
お
い
て
教
通
の
婚
姻
関
係

と
そ
の
実
子
に
つ
い

て
再
整

理
を
お
こ
な

っ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
三
、
教
通
の
婚
姻
関
係
と
実
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(37
)

　
教
通

は
長
和
元
年

(
一
〇

一
二
)
四
月
二
十
七
日
に
藤
原
公
任
女
と
婚
礼

の
儀
式
を
行

っ
て
い
る
。
(前
掲
系
図
⑥

参
照
)
教
通
と
公
任

女
と
の
婚
姻
関
係
が
む
ず
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
、
『栄
花
物
語
』

(巻
第
十
　
ひ
か
げ

の
か
ず
ら
)
に
詳
し

い
。
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公
任

に
は
女
が
二
人
い
た
が
、
姉
の
方
を

「世
に
な
き
物
と
か
し
づ
き
」、
「た

"
こ
の
姫
君
を
い
み
じ
き
も
の
に
」

思

っ
て
育
て
て
い
た

　
　
　
　
(38
)

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
女

の
婿
取
り

の
際

「
こ
の
殿
の
君
達

の
事

の
み
こ
そ
は
、
人
の
い
み
じ
き
事
に
は
思
ひ
た
め
れ
」

と
道
長
の
子
息

で
あ

れ
ば
、
世

の
人
も
す
ば
ら
し

い
と

い
う
の
で
、
公
任
は
教
通
に
打
診
し
た
。
こ
の
公
任
の
打
診
を
教
通
が
受
け
た
こ
と

に
よ
り
婚
姻
関
係
は

む
す
ば

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に

「大
殿
の
左
右
衛
門
督
を
、
女
お
は
す
る
殿
ば
ら
け
し
き
だ

ち
給

へ
ど
、
お
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(39
)

定
め
ぬ
程
に
」
と
載
せ
て
い
る
よ
う
に
、
教
通
に
は
他
に
も
智
取
り
し
た
い
と

い
う
打
診
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

結
局
公
任
女
と
の
婚

姻
を
決

め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
任
女
と

の
婚
姻
関
係
は
わ
ず
か
十
二
年
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。
と
い
う
の
も

、
治
安
三
年

(
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(40
)

二
三
)
十
二
月
二
十
七
日
に
公
任
女
は
男
子
を
出
産
し
た
が
、
治
安
四
年

(
一
〇
二
四
)
正
月
六
日
に
出
産
が
原
因
で
卒
去
し
て
い
る
か
ら

　
　
(41
)

で
あ
る
。

　

こ
の
婚
姻
に
際
し
、
道
長
は
教
通
に
対
し
て

「
い
と
目
や
す
き
わ
ざ
め
な
り
、
か
の
大
納
言
は
、

い
と
恥
ず
か
し
う

も
の
し
給
人
な
り
、

思
ひ
の
ま

・
に
振
舞
ひ
て
は
、

い
と
お
か
し
か
ら
ん
」
と
公
任
を
立
派
な
人
物
で
あ
る
と
評
し
、
公
任
に
対
し
て
心
を

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
諭
し
て
い
る
。
道
長
が
こ
れ
だ
け
公
任
を
評
し
て
い
る
の
は
、
公
任
が

「寛
弘
の
四
納
言
」
と
呼
ば
れ
た

一
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
道
長
と
公
任
が
非
常
に
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(42
)

　
次
ぎ

に
、
公
任
女
が
卒
去
し
て
二
年
後

の
万
寿
三
年

(
一
〇
二
六
)
、
三
条
天
皇

の
次
女
醍
子
内
親
王
が
教
通
に
降

嫁
し
て
い
る
。
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(43
)

も
と
醍
子
内
親
王
に
は
長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)
に
頼
通

へ
の
降
嫁
の
話
が
あ

っ
た
が
結
局
沙
汰
や
み
に
な

っ
て
い
た
。
程
子
内
親
王
の
頼

通

へ
の
降
嫁

の
話
は

『小
右
記
』
に
よ
れ
ば
、
三
条
天
皇
か
ら
の
打
診
で
あ

っ
た
が
、
教
通
の
場
合
に
関
し
て
は
、
こ

の
時
す
で
に
三
条
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(44
)

皇
は
崩
御
し
て
お
り
、
醍
子
内
親
王
の
兄
で
あ
る
小

一
条
院
か
ら
の
降
嫁

の
打
診
に
よ
り
、
婚
姻
関
係
が
成
立
し
て

い
る
。

　
さ
て
教
通
に
は
も
う

一
人
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
女
性
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
目
の
妻
提
子
内
親
王
は
永
承
三
年

(
一
〇
四
八
)
に
莞

　
　
　
(45
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(46
)

去
し
た

が
、
そ
れ
と
同
じ
頃
、
具
平
親
王

の
女
で
、
頼
通
の
妻
隆
姫

の
妹
で
あ
る
嬉
子
女
王
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で

い
る
。

(前
掲
系
図
①
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参
照
)
搏
子
女
王
は
、
長
和
五
年

(
一
〇

一
六
)
に
は
後

一
条
天
皇
の
斎
宮
に
ト
定
さ
れ
、
後

一
条
天
皇
が
崩
御
し
た
長
元
九
年

(
一
〇
三

六
)
に
退
下
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
十
年
後
の
教
通
と

の
結
婚
で
あ

っ
た
。
『栄
花
物
語
』
で
は
搏
子
女
王
を

「
ね
び
さ
せ
給

へ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(47
)

ど

(年

を
と

っ
て
い
る
)
」
と
し
て
い
る
が
、
結
婚
当
時
四
十
五
歳
ほ
ど
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(48
)

　
さ
て

こ
れ
ら

の
教
通
の
婚
姻
関
係
と
、
先
に
紹
介
し
た
頼
通

の
婚
姻
関
係
を
比
較
す
る
と
、
系
図
⑦

の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
系
図
か
ら
、

頼
通
と
教
通
の
婚
姻
関
係
が
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

一
章
で
も
述
べ
た
が
、
頼
通
の
婚
姻
関
係

は
村
上
源
氏
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
教
通
の
場
合
も
公
任
女

の
母
が
具
平

【系図⑦】

親
王
の
弟
で
あ
る
昭
平
親
王

の
女
で
あ
り
、
搏
子
女
王
も
ま
た
具
平
親

王
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様

の
こ
と
が
言
え

る
。

　
特
に
公
任
家
と

の
関
係
は
、
教
通
と
公
任
女
と

の
婚
姻
関
係
だ
け
で

な
く
、
頼
通
の
実
子
定
綱
と
公
任
の
孫
で
あ
る
経
家
と
の
養
子
関
係
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
教
通
が
経
家
を
後
見

し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
経
家
の
元
服

の
時
点
で
は
、
教

通
は
す
で
に
妻
で
あ
る
公
任
女
を
亡
く
し
、
醍
子
内
親
王
と
の
婚
姻
関

係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
単
に
妻

の
甥
で
あ

る
と
い
う
関
係
か
ら

経
家
を
後
見
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
公
任
が

「寛
弘
の
四
納
言
」
と

呼
ば
れ
る
道
長

の
側
近
で
、
以
前
か
ら
摂
関
家
と

の
関
わ
り
が
深
か

っ

た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
関
係
を
次
世
帯

で
も
維
持
す
る
た
め

に
、
頼
通
と
教
通
は
養
子
関
係
と
婚
姻
関
係
を
も

っ
て
密
接
な
関
わ
り
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歴経
長暦三年(1039)後 朱 雀天皇入内

長久三年(1042)任 尚侍

頼通養子

永承二年(1047)後 冷泉天皇入内　治暦四年(1069)立 后

長元八年　通基に改名

教通後継者

出家

【表②　公任女所生の教通の実子】

生　年

長和三年(1014)

長 和五年(1016)

寛 仁二年(1018)

治安元年(1021)

治安 元年(1021)

治安 二年(1022)

治安 三年(1023)

生子

真子

信家
歓子
基信

長信

静円

を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
醍
子
内
親
王
の
降
嫁
に

つ
い
て
も
、

一
度
は
頼
通
に
そ
の
話
が
あ

っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(49
)

で
あ
り
、
道
長
も
そ
の
結
婚
を
頼
通
に
勧
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
先
方
か
ら
の
打
診
と
は

い
え
、
頼
通

側
も
提
子
内
親
王
と

の
婚
姻
関
係
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
頼
通

へ
の
降
嫁
が
沙
汰
や
み
と

な

っ
た
具
体
的
な
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
結
果
教
通
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
と
な

っ
た
と
筆

　
　
　
　
　

(50
)

者
は
考
え

て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
関
係
や
養
子
関
係
を
通
し
て
、
頼

通
と
教
通
が
御
堂
流

摂
関
家
に
関
わ
る
人
脈
基
盤
を
盤
石
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
教
通
の
諸
子
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
教
通
に
は
公
任
女
と
の
間
に
生
子

・
真
子

・
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(51
)

子

・
信
家

・
信
基

・
信
長

・
静
覚
が
い
た
。
教
通
に
は
女
子
も
多
く
、
表
②
に
挙

げ
て
い
る
よ
う

に
生

子
が
後
朱
雀
天
皇
に
、
歓
子
が
後
冷
泉
天
皇
に
そ
れ
ぞ
れ
入
内
し
て
い
る
。
ま
た
真
子
に
つ
い
て
も
長

久
三
年

(
一
〇
四
二
)
に
尚
侍
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
教
通
の
長
男
信
家
が
頼
通

の
養
子
と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
頼
通
の
実
子
忠
綱
を
養
子
と
し
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
信
家

の
生
年
が
寛
仁
二
年

(
一
〇

一
八
)
で
あ
り
、

忠
綱
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
俊
房

・
定
綱
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
時

期
に
誕
生
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
信
家
と
忠
綱
に
は
あ
ま
り
年
齢
差
が
な
く
、
信
家
が
ま
だ
幼

い
時
に
こ
の
養
子
関

係
は
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
養
子
関
係
が
信
家

の
意
志
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
頼
通
や
教
通
の
意
志
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
信
家
は
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(52
)

師
房
の
女
麗
子
を
養
女
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
麗
子
が
師
実
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。

(系

図
⑧
参
照
)
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【系図⑧】

　
次
ぎ
に
、
次
男
信
基

・
三
男
信
長
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『小
右
記
』
長
元
五
年

(
一
〇

三
二
)
十

一
月
二
十
六
日
条
に
、

　
　
今
日
内
府
二

・
三
郎
加
元
服
、
大
納
言
頼
宗

・
能
信
加
冠
、
右
中
将
良
頼

・
同
府
中
将

　
　
実
基
理
髪
、

二
郎
信
基
叙
従
五
位
上
、
依
故
入
道
相
府
戸
、
三
郎
信
長
叙
従
五
位
下
、

　
　
追
可
叙
従
五
位
上
云
々
、

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
歳
と
十
三
歳
で
元
服
し
て
い
る
。
信
家
が
頼
通
の
養
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(53
)

し
て
正
五
位
下
で
出
身
し
た
の
に
対
し
、
信
基
は
従
五
位
上
、
信
長
は
従
五
位
下
で
あ

っ
た
。

た
だ
し

『小
右
記
』

に
よ
れ
ば
、
信
長
は

「故
入
道
相
府
戸
」
と
あ

る
よ
う
に
、
道
長

の

コ
戸
」
に
入

っ
て
い
た

こ
と
に
よ

っ
て
信
基
と

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

同
じ
従

五
位
上
に
叙
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
信
基
は
長
元
八
年

(
一
〇
三
五
)
頃

「
通
基
」
と
改
名
し
て
い
る
こ
と
が

『公
卿
補
任
』
よ
り
知
ら
れ
、
実
際
に

『春
記
』
な
ど
で
は

「
通
基
」

の
名

で
登
場
す
る
。
改
名

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
頼
通
以
降
の
摂
関
家
後
継
者
の
名
前
が

「師
」
と

「通
」
を
交
互
に
付
け

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

(55
)

ら
れ
て

い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
頼
通
及
び
教
通
も
道
長
の
後
継
者
と
し
て

「通
」
の
字
が
付
け
ら
れ
、
頼
通
の
実
子

で
後
継
者
と
さ
れ
た

通
房
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
教
通
も
ま
た
信
基
を
後
継
者
と
す
る
べ
く

「通
基
」
と
改
名
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ

の

「通
基
」
は
長
暦

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(56
>

四
年

(
一
〇
四
〇
)
に
従
三
位
侍
従
に
て
麗
去
し
て
し
ま
う
が
、
そ

の
後
教
通
が
信
長
に
摂
関
家
を
譲
ろ
う
と
し
て
頼
通
の
実
子
師
実
と

争

っ
た

こ
と
は
、
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

お

わ

り

に

頼
通

の
実
子

・
養
子

の
関
係
を
複
雑
に
し
て
い
る
要
因
は
、

一
つ
に
頼
通
が
実
子
を
養
子
に
出
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
人
の
養
子
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を

い
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
頼
通

の
養
子
関
係

の
特
徴
が
、
村
上
源
氏
や
、
道
長

の
側
近
の

一
人
で
あ

っ
た
源
俊
賢
な
ど
と

の
、

「
家
」
同
士
の
関
係
を
よ
り
密
接
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
頼
通

の
実
子
誕
生
以
前
に
教
通

の
長
男
信
家
を
後
継
者
候

補
と
し

て
養
子
に
し
て
い
た
と

い
う

二
点
で
あ

っ
た
こ
と
は
前
稿
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
他
に
、
養
父

は
養
子

に
対
し
て
廟
堂
に
お
け
る
補
佐
役
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と

い
う
特
徴
を
提
示
し
た
。
と
い
う
の
も
、
道
長
の
場
合
も
養
子

に
そ
の
よ
う
な
期
待
を
し
て
い
た
の
は
同
様
で
あ
る
が
、
頼
通
の
場
合
は
特
に
、
実
子
を
養
子
に
出
し
、
そ
の
廟
堂
に
お
け
る
補
佐
を
期
待

し
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
養
子

の
補
佐
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
通
が
実
子
に
対
し
て
補
佐
役
を
期
待
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と

は
、
実
子
と
養
子
の
極
官
及
び
昇
進
過
程
を
比
較
す
れ
ば
明
白

で
あ
る
。
頼
通
は
養
子
に
対
し
て
は
昇
進
に
お
け
る
援

助
を
行

っ
て
い
る
が
、

実
子
に
対
し
て
は
そ

の
形
跡
が
み
ら
れ
な

い
。
頼
通
が
実
子
を
養
子
に
だ
し
、
昇
進
面
で
の
援
助
を
行
わ
な
か

っ
た
理
由
は
、
頼
通
の
最
初

の
男
子

で
あ
る
通
房
を
後
継
者
に
据
え
た
こ
と
を
明
確
に
周
知
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
頼
通
の
実
子

・
養
子
関
係
を
複
雑
に
し
て
い
る
も
う

一
つ
の
要
因
に
、
頼
通
が
、
養
子
信
家
に
実
子
忠
綱
を
養

子
に
入
れ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
定
綱
を
藤
原
公
任
の
孫

で
あ
る
経
家
の
養
子
に
入
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
頼
通
と

教
通
の
関
係
が
想
起

さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
養
子
関
係
に
は
、
頼
通
と
そ
の
養
子
の
関
係
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
家
」
同
士
の
関
係
を
よ
り
密
接
に
す
る
た
め
の

も

の
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
、
道
長

の
時
代
か
ら
関
係
の
深
か

っ
た
公
任
と
そ
の
次
世
帯
に
お
け
る
関
係

の
強
化
の
た
め
に
、
教
通
が
公
任

女
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
公
任
女
が
亡
く
な

っ
た
後
も
、
経
家
を
後
見
し
、
さ
ら
に
頼
通
が
、
定
綱
を
経
家
に
養
子
に
入
れ
た
こ
と
を
提
示

し
、
頼
通
や
教
通
が
、
村
上
源
氏
や
道
長
の
時
代

の
側
近
及
び
そ
の
子
ど
も
と
婚
姻
関
係
や
養
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(57
)

強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
と
こ

ろ
で
、
頼
通
と
教
通
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

『古
事
談
』
「頼
通
依
父
遺
言
譲
摂
録
教
通
事
井
教
通
麗
後
師
実
任

関
白
事
」
に
次

の
よ

う
に
あ

る
。
ま
ず

「宇
治
殿
使
土
御
門
右
府
。
令
譲
摂
籔
於
大
二
条
殿
給
之
時
。
入
道
殿
遺
言
趣
云
々
。」
と
頼
通
は
道
長
の
遺
言
に
よ
り
、
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摂
関
の
職
を
教
通
に
譲

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
教
通
の
あ
と
に
は

「於
今
者
如
契
約
可
被
譲
摂
轟
於
左
府
」
と
、
「左
府
」

つ
ま
り
頼
通
の
実

子
で
あ
る
師
実
に
譲
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
後
冷
泉
天
皇

の
許
し
が
得
ら

れ
ず
、
頼
通
は
師
実

の
摂
関
職
の
継
承
を
み
な

い
ま
薨

去
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
教
通
は
薨
去
の
間
際
に

「御
約
束
於
内
府
。
九
条
太
政
大
臣
信
長

云
々
」
と
摂
関
の
職
を
三
男

の
信
長
に
譲
る
こ
と
を
約
束
し
た
と
あ
る
。
教
通
が
摂
関
の
職
を
信
長
に
譲
ろ
う
と
し

て
い
た
こ
と
は
、
『栄

　
　
(58
)

華
物
語
』
に
も
み
ら
れ
、
摂
関
家
継
承
を
め
ぐ

っ
て
、
師
実
と
信
長
が
争

っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

『古
事
談
』
同
条

に
は
頼

通
が
父
道
長
の
遺
言
に
よ
り
摂
関
の
職
を
教
通
に
譲

っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
頼
通
と
教

通
は
婚

姻
関
係
や
養
子
関
係
を
通
じ
て
、
摂
関
家
に
関
わ
る
人
脈
基
盤
を
築
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な

争

い
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

『小

右
記
』
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
三
月
二
十
日
条

「今
日
内
府
息
童
被
聴
昇
殿
、
関
白

・
内
府
相
共
随
身
被
将
参
」
と
摂
関
家
の
後

継
者
候

補
と
さ
れ
た
信
家
の
昇
殿
に
頼
通
と
教
通
が
共
に
付
き
添

っ
て
い
る
こ
と
や
、
『小
右
記
』
万
寿
二
年
七
月
十

五
日
条

　
　
両
宰
相
相
来
、
即
参
御
堂
念
仏
、
乗
月
宰
相
帰
来
云
、
禅
閤
不
出
簾
前
、
亦
無
饗
饌

、
依
院
御
息
所
事
云
々
、
関
白

・
内
府
及
卿
相
参

　
　
会

、
内
府
抱
関
白
児
出
客
亭

と
、
法
成
寺
に
お
け
る
法
要
で
公
卿
が
参
会
し
て
い
る
中
、
教
通
が
頼
通
の
後
継
者
で
あ
る
通
房
を
抱
え

て
客
亭
に
出

て
い
る
な
ど
、
こ
れ

ら
の
記
事
は
、
頼
通
と
教
通
が
協
力
体
制
に
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
頼
通
が
実
子
の
中
で
通

房
を

一
人
後
継
者
と
し
て
、
後
を
養
子
に
だ
し
た
の
は
、
信
家
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
。

た
だ
し
三
章

で
も
述
べ
た
が
、
長
元
八
年

(
一
〇
三
五
)
頃
に
は
教
通
の
二
男
信
基
が

「通
基
」
と
改
名
し
て
い
る
こ
と
、
通
房

の
薨
去
後
、

信
家
が
後
継
者
と
さ
れ
ず
に
師
実
が
後
継
者
と
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
教
通
が
、
信
家
及
び

「通
基
」

の
薨
去
後
に
は
三
男
信
長
に
摂
関

の
職
を
譲
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
頼
通
と
教
通
の
間
に
は
、
摂
関
家
継
承
問
題
に
関
す
る
考
え
方

の
ず
れ
が
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生
じ
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
頼
通

に
と

っ
て
摂
関
家

の
継
承
問
題
に
は
教
通
も
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
頼
通
と
教
通
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体

的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
加
え
て
教
通
の
摂
関
家
継
承
の
意
識
に

つ
い
て
も
言
及
し
、
御
堂
流
摂
関
家
の
継

承
問
題
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

註(1
)
『京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編
　
第
五
号
　
二
〇
〇
六
年
。

(2
)
坂
本
賞
三

「村
上
源
氏
の
性
格
」
(『後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
所
収
　
吉
川
弘
文
館
　

一
九
九
〇
年
)。

(3
)
高
橋
秀
樹

「平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
養
子
に
つ
い
て
」
(『風
俗
』
二
八
ノ
四
　

一
九
八
九
年
)
。

　

高
橋
秀
樹

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養
子
関
係
」
(『日
本
歴
史
』
五
三

一　

一
九
九
二
年
)
。

(4
)
「家
」
意
識
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
服
藤
早
苗
氏
が

「摂
関
期
に
お
け
る

「
氏
」
と

「家
」
-

「小

　

右
記
」
に
み
ら
れ
る
実
資
を
中
心
に
ー
」
(『日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
　

一
九
八
七
)
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
法
性

　

寺
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
に
は
小
野
宮
流
の
結
束
を
図
る
と
い
う
意
図
が
あ
り
、
そ
れ
を
主
催
す
る
こ
と
は
氏
長
者
と
同
様
小
野
宮
流
を
統
括
す

　

る
立
場
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
小
野
宮
流
は
他
貴
族
と
は
異
な
り
特
殊
な
親
族
結
合
体
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
け
る

「家
」
意
識
と
は
、
こ
の
よ

　

う
な
上
級
貴
族
の
特
殊
な
親
族
結
合
体
に
対
し
て
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

(5
)
御
堂
流
摂
関
家
に
お
い
て
も
、
小
野
宮
流
と
同
様
特
殊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
道
長
が
源
成
信
と
経
房
を
養
子
に
入
れ
た
時
期
、
つ
ま
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り
実

子

誕
生

以
前

に
お

い
て
、
道

長

は
未
だ

従

三
位
権

大
納

言

で
あ
り

、
兄

道
隆

が
摂

政
を

務

め
氏
長

者

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
そ

の
当

時
、

　

道
長

の

「
家
」

意

識
は
希

薄

で
あ

り
後

継
者

と
し

て
の
養
子

は
必

要
な

か

っ
た
と

考
え

る
。

(
6
)
初

め

に
養
子

と
し

た
師

房
と

の
関
係

は

、
師
房

が

二
歳

の
時

に
実
父

具
平
親

王

が
薨

去

し
、

姉
隆

姫

が
頼
通

の
妻

で
あ

っ
た

関
係

か
ら
、

道

　

長

の
源
成

信
及

び
経

房
と

同
様

、
幼

い
師
房

を
頼

通

が
養
育

し
後

見
す

る

こ
と
が

目
的

で
あ

っ
た

。
坂
本

氏

の
述

べ
る

よ
う

に
、
頼

通
は
師

房

　

を
後

継
者

と

し

て
認

識

し

て

い
た

わ
け

で
は

な

い
。

(
7
)
高

橋
氏

は
前

掲

論
文

に

お

い
て

『今

鏡
』

(第

四
　

は

ち
す

の
露

)

の
記

述
か

ら
、

頼
通

が
幼

い
信

家

を
手

元

に
引
き

取

っ
て
養

育

し
期

待

　

を
か

け

て

い
た
と

述

べ

て

い
る
。

ま

た
、

『左
経

記
』

治

安

二
年

(
一
〇

二
二
)

十

二
月

二
十

二
日
条

よ

り
、

信
家

が

五
歳

の
時

に

は
す

で
に

　

頼
通

の
養

子
と

な

っ
て

い
た

こ
と
が
明

か

で
あ

る
。
出

身

や
昇
進

面

で

の
後

見

の
場

合

、
道
長

や
実

資

の
例
を

み

る
と
元

服
時

に
養

子
関
係

を

　

結

ん
で

い
る

こ
と

が
多

い
。

(
8
)

『小

右

記
』

寛
弘

八
年

八
月

十

一
日
条

の
三
条

天
皇

内
裏

還

御

に
よ

る
勧
賞

叙
位

で
は
、

隆
姫

が
頼

通

の
妻

と
し

て
従

四
位

上

に
叙

せ
ら

れ

　

て

い
る

こ
と

か
ら
、

寛
弘

八
年

に

は
確
実

に
頼

通

は
隆
姫

と
婚

姻

関
係

を
結

ん

で

い
た

。

(
9
)
寛

弘
元

年

(
一
〇
〇

四
)

に
従

三
位

に
叙

さ

れ

る
が
、

翌
年

に
出

家

し
薨

去
し

た
。

永
頼

息

に
藤

原
能

通
が

い
る
が

、

『古

事
談

』
但

馬

守

　

能

通

謁
頼

通
事

条

に
は

、

「
コ
ノ
能

通

ハ
大

二
条

殿

ノ
後
見

也
」

と

あ

る
こ
と

か

ら
、

能
通

は
大

二
条

殿

つ
ま

り
教

通

の
家
司

で
あ

っ
た
よ
う

　

で
あ

る
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

エ
　
　
　

(
10
)

『栄

華
物

語
』

(巻

第

十

二
　

む

ら

の
た
ま

ぎ
く

　

以
下

、

日
本
古

典
文

学

大
系

　
岩

波
書

店

の

『
栄
花
物

語
』

に
よ

る
)

に
、

「
又
大

宮

に
、

　

山
井

の

四

の
君

と

い
う

ふ
人
参

り
た

り

し
を
、

こ
の
大
将

物

な
ど
時

々
宣

は

せ
け

る
」
と

あ

る
。

(
11
)

『栄

華
物

語
』

(巻

第
十

二
　

む
ら

の
た

ま
ぎ

く
)
。

(
12
)

『栄

華
物

語
』

(巻
第

二
十

四
　

わ
か

ば
え
)

に

よ
れ

ば
、

「
関
白

の
上
、

「
知

ら
ぬ

人
か

は
」
と

て
、

迎
え

さ

せ
給

い
て
、

と

の

・
お
ま

か

な
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ひ

・
御
髪

参
り

な
ど

に

二
所
な

が
ら
候

せ
給

程

に
」
と

あ

る
よ
う

に
、

憲
定

亮
去
後

、
隆

姫

の
計

ら

い
で
従
兄

弟

の
娘

で
あ

る
二
人

を
引

き
取

　

り

、
頼
通

に
仕

え

さ
せ

た
。

(
13
)
同

じ
く

『
栄
華

物
語

』

(巻

第

二
十

四
　

わ

か
ば
え

)

に
は

「
い
と
平

か

に
大

お

の
こ
君

ぞ
生

れ
給

へ
り
け

る
。

殿

聞

こ
し
め

す

に
、
あ

さ

　

ま
し

き
ま

で
お
ぼ

さ
れ

て
、
御

剣
な

ど
遣

す
程

め

で
た
き

や
」

と

あ

る
。

(
14
)
長

和

二
年

に
お

い
て
出
仕

を
要

請
さ

れ

て

い
た
憲

定

女
は

「
年

十
八
」

と
あ

る
も

の
の
、

こ
れ
が

姉

で
あ

っ
た

の
か
妹

で
あ

っ
た

の
か

は
不

　

明

で
あ

る
。

(
15
)

『小

右

記
』

同

日
条

に
お

い
て
、
実
資

が

コ

家
事

ロ
ハ
可
在

彼
納

言
之

指
帰

」
と

述

べ

て

い
る
よ
う

に

、
源
俊

賢

は
当

時
源

氏
を

統
括

す

る

　

立
場

に
あ

っ
た
と
思

わ

れ

る
。
ま

た
、

「
寛
弘

の
四
納

言
」

の

一
人

で
道

長

の
側
近

で
あ

っ
た

こ
と

は
周
知

の
通

り

で
あ

り
、

そ

の
関
係

か

ら

　

憲

定
女

を

参
入

さ
せ

る

こ
と

に
肯

定

的

で
あ

っ
た

の
か
も

し

れ
な

い
。

(
16
)

角

田
文
衛

「
関
白

師
実

の
母
」

(
『
王
朝

の
映
像

』

所
収

　
東

京
堂

出
版

　

一
九

七
〇
)
。

　
　

藤

原
頼
成

は
、

『権

記
』

寛

弘

八
年
正

月
口

日
条

に

「
藤

原
頼

成
為

蔵

人
所
雑

色

、
阿

波
守

伊
祐

朝

臣
男

、
実

故
中

書
王

御
落

胤
」

と

あ

る

　

こ
と

か
ら
も

具
平

親
王

の
息

で
あ

っ
た

こ
と
が

分
か

る
。

ま
た

頼
成

は
長

元
年

間
に

因
幡
守

で
あ

っ
た

こ
と

が
知

ら
れ

る
。
角

田
氏

は

『栄
華

　

物

語
』

(巻

第

三
十

六

　
根

あ

わ
せ

)

に
、

「
三
条

殿

(祇

子

)
を

ば

、
う

ち

う
ち

に
故

中

務
宮

の
女

に
候

ふ
と

そ
申

さ

せ
給

ひ
け

る
。

尼
上

　

(隆

姫

)

の
さ

る
物
憎

み
を

せ

さ
せ

給

ひ
け

れ
ば

、
か

た
は

ら

い
た

が
り

て
紛

ら
は

し

て
、
中

務
宮

の
御

子

の
因

幡
守

の
女

と

て
候

は
せ

給

ひ

　

け

れ
ど

、
今

は
何

事

の

つ

・
ま

し
う

て
か
は

忍
ば

せ
給

は

ん
。
」

と
あ

る

こ
と

か
ら

、
祇

子
を

頼
成

の
女

で
あ

る

と
断
定

し

て
お
り
、

筆
者

も

　

角

田
氏

の
論

に
賛

同

し
た

い
。

(
17
)

註

16
に
挙

げ

た

『
栄
華
物

語
』

巻
第

三

十

六

の
記

事

に
加

え

て
、
巻

第

三
十

一
に
も
、

「
上

の
御

方

(隆
姫

)

に
お

ぼ
し

め

さ
ん
事

を

つ

・

　

ま

せ
給

な

る

べ
し

、
故

中
務

宮

の
御

女

な
ど

ぞ
聞

こ
え

さ
す

な
り

し
」

と
あ

る

。
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(
18
)
『栄
華
物
語
』

(巻
第
三
十

一　

殿
上
の
花
見
)。

(
19
)
角
田
氏
に
よ
れ
ば

(前
掲
註
16
に
同
じ
)
、
頼
成
妻
が
道
長
の
側
近
で
あ

っ
た
藤
原
惟
憲
女
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
母
も
倫
子
の
乳
母
子
で
あ

　

る
藤
原
美
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
祇
子
も
倫
子
に
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
20
)
『春
記
』
天
喜
二
年
五
月
二
十
三
日
条
に

「今
日
故
進
命
婦
周
忌
正
日
也
、
於
三
條
本
宅
行
之
、
関
白
所
行
給
也
、
曼
茶
羅
供
云
々
」
と
あ

　

る
こ
と
か
ら
、
祇
子
の
周
忌
は
頼
通
の
主
催
に
よ
り

「三
條
本
宅
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
祇
子
は

『栄
華
物
語
』
の
な
か
で

「三
条

　

殿
」
と
も
称
さ
れ
お
り
、
祇
子
が
三
条
に
あ

っ
た
邸
宅
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
角
田
氏
は
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
「三
條

　

本
宅
」
と
は
、
祇
子
が
頼
通
か
ら
買

い
与
え
ら
れ
た
邸
宅
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

『春
記
』
同
日
条
で
は
著
者
藤
原
資
房
が

「其
供

　

養
具
等
太
美
也
」
や

「今
日
上
下
雲
集
不
可
勝
計
、
門
前
成
市
、
堂
上
如
花
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
祇
子
の

一
周
忌
が
盛
大
で
あ
っ
た
こ

　

と
が
窺
い
知
れ
る
。

(
21
)
頼
通
に
は
こ
れ
ら
の
女
性
の
他
に
醍
子
内
親
王

(三
条
天
皇
次
女
)
の
降
嫁
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『小
右
記
』
長
和
四
年

(
一
〇

　

一
五
)
十
月
十
五
日
条
に

「密
語
云
、
右
金
吾
云
、
主
上
以
女
二
宮
可
合
権
大
納
言
頼
通
之
由
、
被
仰
左
相
府
、
但
有
妻
如
何
、
相
府
申
云
、

　

至
有
仰
事
不
可
申
左
右
者
、
御
悲
問
深
依
貧
給
寳
位
、
思
食
事
恐
偏
有
御
好
歎
、
可
悲
々
々
、
可
弾
指
々
々
」
と
あ
り
、
醍
子
内
親
王
を
頼
通

　

に
降
嫁
さ
せ
る
意
志
が
三
条
天
皇
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
こ
の
話
は
結
局
沙
汰
や
み
と
な
り
、
後
に
醍
子
内
親
王
は
教
通
に
降
嫁

　

し
た
。

(
22
)
坂
本
氏
が
前
掲
論
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
院
政
期
に
な
る
と
村
上
源
氏
は
藤
原
氏
を
抜
い
て
台
頭
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
頼
通
と
師
房

　

の
養
子
関
係
が
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
(書
陵
部
所
蔵
鷹
司
本

『台
記
』
仁
平
三
年

(
一
一
五
三
)
十
二
月

二
日
条
)
な
ぜ
頼
通
が

　

村
上
源
氏
と
の
関
係
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
頼
通
に
と
っ
て
の
村
上
源
氏
の
存
在
意
義
と
は
な
に
か
な
ど
、
頼
通
と
村
上
源
氏
の
関
係

　

に
つ
い
て
は
よ
り
具
体
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
の
で
稿
を
改
め
た
い
。
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(
23
)

『愚

管
抄

』

で
は

定
綱

・
忠

綱

・
俊
綱

の
順

で
記
載

し

て

い
る
が

、
高

橋
氏

は
陽

明
文

庫
本

『
中
右

記
』

寛
治

六
年

(
一
〇

九

二
)
十

二
月

　

十
九

日
条

に

「
今

日
播

万
前

司
藤
定

綱
朝

臣

卒

(年

六
十

一
)
」

と
あ

る
こ
と

か
ら

、
定

綱

が
長

元

五
年

(
一
〇
三

二
)

誕
生

で
あ

る

こ
と

を

　

指

摘

し

て

い
る

。
し

た
が

っ
て
定

綱

よ
り
俊

綱

の
方

が
年
長

で
あ

る
が
、

忠
綱

の
生

年

は
不
明

。

(
24
)

『栄

花
物

語
』

(巻

第

十

二
　

た
ま

の
む

ら
ぎ

く

)
醍

子
内

親

王

の
降
嫁

の
話

が
あ

っ
た

際
、

道

長
は

頼
通

に
次

の
よ
う

に

言

っ
て

い
る

。

　

「
い
ま

・
で
子
も

な

か
め

れ
ば

、
と

て
も

か
う

て
も
た

"
子

を
設

け

ん
と

こ
そ

思
は

め
。

こ
の
辺

は
さ

や
う

に

は
お

は
し

ま
し

な

ん
」
隆

姫
と

　

の
間

に
子
ど

も
が

生
ま

れ
な

い
の
で
、

こ

の
醍

子
内
親

王

に
子

ど
も
を

期
待

し

て
結
婚

す

る
よ
う

に
と
道

長

は
述

べ

て
お
り
、

こ

の
こ
と

か
ら

　

も

頼
通

の
実

子

が
切
望

さ

れ

て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。

(
25
)

角

田
文
衛

　
前

掲

註

16
に
同

じ
。

(
26
)

米

田
曲豆
之

祐
　

　
「源

俊
房

の
院

政
開

始
時

期

の
政
局

」

(
『大
阪

産
業

大
学

論
集

』

人
文

学
編

六

一　

一
九

八
七
年

)
。

(
27
)

「
前

大
相

国
」

つ
ま

り
頼

通

に
対

し

て
は

、
良

房

の
前
例

に
倣

っ
て
、

三
宮

に
准
じ

、
年

官
年

爵

や
随
身

・
資

人

な
ど
を

与
え

て

い
る
。

(28
)
頼

誉

の
権
律

師

補
任

に

つ
い
て

「
大
僧

正
覚

円
之
譲

也
」

と

あ

る
よ
う

に
、

こ

の
時
頼

通

の
実

子

で
あ
る
覚

円

に
対

し

て
も

補
任

が
行

わ

れ

　

た

こ
と

が
わ

か

る
。

(29
)
道

長

の
諸

子
が

公
卿

と
な

っ
た

時
期

は
、

そ
れ

ぞ

れ
次

の
通
り

で
あ

る
。

頼
通

(母

倫
子
)
寛
弘
三
年

(
一
〇
〇
六
)
十
五
歳
　
従
三
位
非
参
議

頼
宗

(母
　
明
子
)
寛
弘
八
年

(
一
〇

一
一
)
二
十
歳

従
三
位
非
参
議

教
通

(母
　
倫
子
)
寛
弘
七
年

(
一
〇

一
〇
)
十
五
歳
　
従
三
位
非
参
議

能
信

(母
　
明
子
)
長
和
三
年

(
一
〇

一
四
)
十
九
歳
　
従
三
位
非
参
議

長
家

(母

倫
子
)
治
安
二
年

(
一
〇
二
二
)
十
九
歳

従
三
位
非
参
議
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た
だ
し
、
顕
信

(三
男
　
母
　
明
子
)
は
長
和
元
年

(
一
九
〇

一
二
)
に
出
家
し
て
い
る
。

(30
)
「寛
弘
の
四
納
言
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
藤
原
斉
信
、
藤
原
行
成

・
藤
原
公
任

・
源
俊
賢
の
四
人
。
関
口
力

「源
俊
賢
」
(『日
本
古
代
の
国

　

家
と
祭
儀
』
所
収
　
雄
山
閣
出
版
　

一
九
九
六
年
)
に
詳
し
い
。
関
口
氏
は

『小
右
記
』
寛
弘
二
年
五
月
十
四
日
条

「右
右
衛
門
督
以
下
恪
勤

　

上
達
部
砥
候
云
々
、
以
七
八
人
上
達
部
世
号
恪
勤
上
達
部
、
朝
夕
致
左
府
之
勤
歎
」
を
挙
げ
、
俊
賢
も

「恪
勤
上
達
部
」
の
一
人
で
あ
っ
た
と

　

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
俊
賢
な
ど
四
納
言
を
含
め
て
、
廟
堂
に
は
七

・
八
任
の
道
長
の
側
近
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(31
)
『栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
四
　
わ
か
ば
え
。

(32
)
高
橋
秀
樹

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養
子
関
係
」
(前
掲
註
3
に
同
じ
)。

(33
)
な
お
坂
本
賞
三
氏
が

「隆
姫
の
嫉
妬
」
(『日
本
歴
史
』
四
九
三
　

一
九
八
九
年
)
の
中
で
、
実
子
誕
生
前
、
頼
通
の
後
継
者
に
は
養
子
源
師

　

房
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
通
房
の
誕
生
以
降
に
生
ま
れ
た
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
師
房
の
上
に
置
く
こ
と
を
揮
り
養
子
に
だ
し
た

　

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
源
師
房
が
頼
通
の
後
継
者
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿

(前
掲
註
1
)
で
論
じ
た
と
お
り
で

　

あ
り
、
坂
本
氏
の
見
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

(34
)
竹
内
理
三

「氏
長
者
」
(『貴
族
政
権
の
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
　
御
茶
の
水
書
房
　

一
九
五
八
年
)
。

　
　
『西
宮
記
』
(臨
時
二
)
に

「定
橘
氏
之
爵
人
事
、
難
不
橘
氏
、
以
橘
氏
外
戚
王
卿
、
依
氏
挙
被
下
宣
旨
外
記
氏
院
」
と
あ
り
、
橘
澄
清
を
母

　

に
持

つ
藤
原
道
隆
が
最
初
の
橘
氏
是
定
と
な
っ
た
。
竹
内
氏
は
、
そ
の
後
は
九
条
家
が
主
と
し
て
世
襲
的
に
そ
の
地
位
を
占
め
た
と
述
べ
て
い

　

る
。
頼
通

・
師
実
も
こ
の
任
に
つ
い
て
い
る
。

(35
)
『小
右
記
』
寛
弘
八
年

(
一
〇

=

)
八
月
二
十
三
日
条
。

　

こ
の
日
、
実
資
は
加
冠
役
と
し
て
道
長
第
に
行
っ
て
い
る
。

(36
)
『公
卿
補
任
』
天
喜
四
年
　
藤
原
経
家
。
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(37
)
『小
右
記
』
長
和
元
年
四
月
二
十
四
日
条
に

「今
朝
依
四
条
大
納
言
消
息
、
資
平
詣
向
太
皇
太
后
宮
、
於
件
宮
西
対
、
去
夜
行
婚
礼
、
女
十

　

三
」
と
あ
る
。
「四
条
大
納
言
」
は
公
任
。
「太
皇
太
后
宮
」
は
円
融
天
皇
皇
后
で
公
任
の
同
母
姉
で
あ
る
遵
子
が
、
父
頼
忠
よ
り
伝
領
し
た
四

　

条
宮
を
指
す
。
教
通
と
公
任
女
の
婚
礼
の
儀
式
は
四
条
宮
の
西
対
で
行
わ
れ
た
。

(38
)
妹
の
方
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
遵
子
に
引
き
取
ら
れ
た
。
(『栄
花
物
語
』
巻
第
十
　
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
)
。

(39
)
日
本
古
典
文
学
大
系

『栄
花
物
語
』
校
注
に
は
、
富
岡
家
旧
蔵
本
に

「殿
の
御
前
北
政
所
の
御
前
お
も
ほ
し
さ
た
め
ぬ
ほ
と
に
」
と
あ
る
と

　

し
て
い
る
。
つ
ま
り
富
岡
家
旧
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
道
長
や
倫
子
が
教
通
の
相
手
を
決
め
か
ね
て
い
た
と
し
て
お
り
、
教
通
の
婚
姻
関
係
に
も
道

　

長
な
ど
の
干
渉
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(40
)
大
日
本
古
記
録

『小
右
記
』
治
安
三
年
十
二
月
二
十
七
日
条
で
は
、
こ
の
生
ま
れ
た
男
子
を

「静
覚
ヵ
」
と
し
て
い
る
。
静
覚
は
教
通
四
男

　

で
、
権
大
僧
都
。

(41
)
『小
右
記
』
目
録
　
治
安
四
年
正
月
六
日
条
に

「内
大
臣
室
逝
去
事
」
と
あ
る
。

(42
)
『日
本
紀
略
』
万
寿
三
年
二
月
五
日
条

「今
日
、
先
三
条
院
第
二
内
親
王
醍
子
配
内
大
臣
」
。

(43
)
前
掲
註
21
。

(必
)
『栄
花
物
語
』
(巻
第
二
十
七
　
こ
ろ
も
の
た
ま
)
に
よ
れ
ば
、
三
条
天
皇
の
崩
御
後
は
小

一
条
院
が
養
育
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(45
)
『春
記
』
永
承
三
年
三
月
十
六
日
条
に
醍
子
内
親
王
四
十
九
日
の
記
事
が
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
記
事
を
も

っ
て
公
任
女
の
法
事
と

　

し
た
が
、
提
子
内
親
王
の
法
事
の
誤
り
で
あ

っ
た
。

(46
)
『栄
花
物
語
』
(巻
第
三
十
六
　
根
あ
わ
せ
)
に
は
、
永
承
四
年

(
一
〇
四
九
)
教
通
女
で
後
冷
泉
天
皇
皇
后
の
歓
子
が
生
ん
だ
皇
子
が
夫
逝

　

し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
教
通
と
醍
子
女
王
の
結
婚
が
中
止
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後

「ま
こ
と
や
右
大
殿
は
遂
に
殿
・
斎
宮
に
お
は
し
ま
し
そ

　

め
ぬ
」
と
二
人
が
結
婚
し
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
た
の
は
永
承
四
年
以
降

の
こ
と
で
あ
り
、
醍
子
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内
親
王
が
薨
去
し
た
後
で
あ
る
。

(47
)
『栄
花
物
語
』
(巻
第
十
二
　
む
ら
の
た
ま
ぎ
く
)
に
よ
れ
ば
、
具
平
親
王
の
次
女
が
長
和
二
年

(
一
〇

一
三
)
に
敦
康
親
王
と
結
婚
し

　

(『御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
十
二
月
十
日
条
)
そ
の
時
搏
子
女
王
が

「ま
だ
十
ば
か
り
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
教
通

　

と
の
結
婚
時
期
に
は
四
十
五
歳
頃
と
推
定
で
き
る
。

(48
)
系
図
⑧
で
は
、
頼
通
の
妻
に
藤
原
永
頼
女
を
入
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
註
9
で
述
べ
た
よ
う
に
、
永
頼
女
の
兄
能
通
が
教
通
の
家
司
で
あ
り
、

　

藤
原
永
頼
も
摂
関
家
と
の
密
な
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(49
)
前
掲
註
21

『小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
十
五
日
条
に
あ
る
よ
う
に
、
道
長
は

「至
有
仰
事
不
可
申
左
右
」
と
言
っ
て
お
り
、
ま
た

『栄
花
物

　

語
』
(巻
第
十
二
　
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
)
で
は
道
長
が

「男
は
妻

一
人
の
み
や
は
持
た
る
。
痴
の
様
や
」
と
い
っ
て
頼
通
に
1
子
内
親
王
の
降
嫁

　

の
話
を
勧
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(50
)
醍
子
内
親
王
の
兄
小

一
条
院

(敦
明
親
王
)
は
道
長
女
寛
子
と
結
婚
し
、
そ
の
弟
敦
平
親
王
は
道
長
の
養
子
藤
原
兼
隆
の
響
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
条
天
皇
の
皇
子
女
と
摂
関
家
と
の
関
わ
り
は
深
く
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
村
上
源
氏
と
の
関
係
に
加
え
て
別
稿
で
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ

　

・つ
。

(51
)
教
通
は
こ
れ
ら
の
女
性
の
他
に
、
小
式
部
内
侍

(和
泉
式
部
女
)
と
の
間
に
、
僧
正
静
円
を
儲
け
て
い
る
。
(『今
鏡
』
第
四
　
は
ち
す
の
露
、

　

『春
記
』
天
喜
二
年
五
月
二
十
九
日
条
)。

(52
)
『中
右
記
』
永
久
二
年
四
月
二
二
日
条

「京
極
殿
従
誕
生
昔
、
被
養
故
山
井
大
納
言
信
家
卿
、
錐
被
用
藤
氏
、
猶
付
本
生
、
可
被
置
彼
源
氏

　

人
々
骨
墓
所
辺
者
、
傍
不
被
奉
木
幡
也
」。

(53
)
こ
の
初
叙
は
頼
通
の
実
子
通
房

・
師
実
と
同
じ
で
あ
る
。

(54
)
高
橋
秀
樹
氏
は

「平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
養
子
に
つ
い
て
」
(『風
俗
』
二
十
八
巻
第
四
号
　

一
九
八
九
年
)
の
中
で
、
『小
右
記
』
寛
弘
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八
年

八
　

月

二
十

三

日
条

の
藤

原
兼

経

の
元
服

に
際

し

「
藤
大

納
言

子
、

入
左
府

戸

云

々
」

と
記

さ

れ

て

い
る

こ
と
な

ど
を
例

に
挙

げ
、

　

と

な

る

こ
と

で
養

父

の

「
戸
」

に
は

い

っ
て

い
た
と

述

べ
て

い
る
。

た
だ

し
、

信
長

が
道

長

の
養
子

と
な

っ
て

い
た
か

は
不

明
。

(
55
)

坂
本

賞

三
氏

『藤

原
頼

通

の
時

代
i

摂

関
政
治

か

ら
院

政

へ
ー

』

(平
凡

社
　

一
九

九

一
年

)
。

(
56
)

『春

記
』

長
暦

四
年

十

二
月

八
日
条

。

(
57
)

た
だ

し
、

搏
子

女
王

と

の
婚

姻

に
関

し

て
は
、

そ

の
時

期
が

す

で
に
頼

通
と
教

通

の
決
別

し

て

い
た

時
期

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

の

で
、

　

の
理
由

で

は
論
じ

ら

れ
な

い
で
あ

ろ
う

。
教

通
と

縛

子
女

王
と

の
結
婚

理
由

に

つ
い
て
は

、
次
稿

に
お

い
て
触

れ
た

い
。

(
58
)

『栄
華

物
語

』
巻

第

三
十
九

。

養
子

同
様


